
(57)【要約】

【課題】　シーラントの有機電界発光アレィへの流入を

防止することにより、発光効率および画質低下を防止す

ることができる有機電界発光表示素子およびその製造方

法を提供する。

【解決手段】基板上１０２の表示領域P1に有機発光層１

１０が所定間隔で形成され、アノード電極１０４、カソ

ード電極１１２が形成される。ELセル領域毎に発光領域

を定める開口部、および第2ライン152を露出させるコン

タクトホール175を含む絶縁膜106上には、オーバーハン

グ構造の隔壁108が形成される。非表示領域P２には、表

示領域P１上に位置する隔壁109の夫々と接続されるダミ

ー隔壁109が形成される。ダミー隔壁109は、表示領域P

１の隔壁108と共に、基板102とキャップ128の接着時に

使用されるシーラント125が有機ELアレィに流入するの

を防止する。

【選択図】　図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 板 上 に 有 機 発 光 層 間 に 形 成 さ れ た 第 1お よ び 第 2電 極 、 該 第 1お よ び 第 2電 極 の う ち い ず
れ か 一 つ と 平 行 な 隔 壁 を 有 す る 有 機 電 界 発 光 ア レ ィ と 、
　 前 記 隔 壁 の 夫 々 と 接 続 さ れ る と 共 に 、 前 記 隔 壁 に 沿 う 前 記 有 機 電 界 発 光 ア レ ィ を 囲 む よ
う に 形 成 さ れ た ダ ミ ー 隔 壁 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 有 機 電 界 発 光 ア レ ィ を パ ッ ケ ー ジ ン グ す る た め に 、 前 記 基 板 と シ ー ラ ン ト に よ っ て
接 着 さ れ た キ ャ ッ プ を 更 に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 シ ー ラ ン ト は 、 前 記 隔 壁 お よ び ダ ミ ー 隔 壁 の 外 側 領 域 に 位 置 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 2記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 有 機 電 界 発 光 ア レ ィ に 駆 動 信 号 を 供 給 す る た め の 信 号 供 給 パ ッ ド と 、
　 前 記 第 1お よ び 第 2電 極 の う ち い ず れ か 一 つ と 前 記 信 号 供 給 パ ッ ド を 電 気 的 に 接 続 す る 信
号 ラ イ ン を 更 に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 1電 極 上 の 発 光 領 域 を 露 出 さ せ る と 共 に 前 記 信 号 ラ イ ン を 露 出 さ せ る コ ン タ ク ト
ホ ー ル を 含 む 絶 縁 膜 を 更 に 備 え 、
　 前 記 第 1お よ び 第 2電 極 の う ち い ず れ か 一 つ が 、 前 記 コ ン タ ク ト ホ ー ル を 介 し て 前 記 信 号
ラ イ ン と 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 4記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ６ 】
　 有 機 電 界 発 光 ア レ ィ の パ ッ ケ ー ジ ン グ の た め に シ ー ラ ン ト を 使 用 し て 前 記 有 機 電 界 発 光
ア レ ィ が 形 成 さ れ た 基 板 と キ ャ ッ プ が 接 着 さ れ た 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 に お い て 、
　 前 記 有 機 電 界 発 光 ア レ ィ と 前 記 シ ー ラ ン ト の 間 に 位 置 す る と 共 に 、 凹 凸 状 に 形 成 さ れ た
第 1絶 縁 パ タ ー ン を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 有 機 電 界 発 光 ア レ ィ は 、 前 記 基 板 上 に 有 機 発 光 層 間 に 形 成 さ れ た 第 1お よ び 第 2電 極
と 、 該 第 1お よ び 第 2電 極 の う ち い ず れ か 一 つ と 平 行 な 隔 壁 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
6記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 有 機 電 界 発 光 ア レ ィ に 駆 動 信 号 を 供 給 す る た め の 信 号 供 給 パ ッ ド と 、
　 第 1お よ び 第 2電 極 の う ち い ず れ か 一 つ と 前 記 信 号 供 給 パ ッ ド を 電 気 的 に 接 続 さ れ る 信 号
ラ イ ン を 更 に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 7記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 1電 極 上 の 発 光 領 域 を 露 出 さ せ る と 共 に 前 記 信 号 ラ イ ン を 露 出 さ せ る コ ン タ ク ト
ホ ー ル を 含 む 第 2絶 縁 パ タ ー ン を 更 に 備 え 、
　 前 記 第 1お よ び 第 2電 極 の う ち い ず れ か 一 つ は 、 前 記 コ ン タ ク ト ホ ー ル を 介 し て 前 記 信 号
ラ イ ン と 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 7記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 有 機 電 界 発 光 ア レ ィ の パ ッ ケ ー ジ ン グ の た め に シ ー ラ ン ト を 使 用 し て キ ャ ッ プ と 基 板 を
接 着 す る 工 程 が 含 ま れ た 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 凹 凸 状 に 形 成 さ れ る と 共 に 、 前 記 有 機 電 界 発 光 ア レ ィ と 前 記 シ ー ラ ン ト の 間 に 位 置 す る
第 1絶 縁 パ タ ー ン を 形 成 す る 段 階 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 の 製 造 方
法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 に 関 し 、 特 に 発 光 効 率 お よ び 画 質 低 下 を 防 止 し 得 る 有 機
電 界 発 光 表 示 素 子 お よ び そ の 製 造 方 法 に 関 す る 。
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【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 最 近 、 陰 極 線 管 の 短 所 で あ る 重 さ と 嵩 を 減 ら す こ と が で き る 各 種 の 平 板 表 示 装 置 ら が 開
発 さ れ て い る 。 こ の よ う な 平 板 表 示 装 置 に は 、 液 晶 表 示 装 置 、 電 界 放 出 型 表 示 装 置 、 プ ラ
ズ マ デ ィ ス プ レ イ 素 子 お よ び エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス （ 電 界 発 光 ： 以 下 “ EL” と い う ） 表
示 素 子 な ど が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 平 板 表 示 装 置 の 表 示 品 質 を 高 め 大 画 面 化 を 試 み る 研 究 が 活 発 に 進 め ら れ て い
る 。 こ れ ら の う ち 、 EL表 示 素 子 は 自 ら 発 光 す る 自 発 光 素 子 で あ る 。 EL表 示 素 子 は 、 電 子 お
よ び 正 孔 の よ う な キ ャ リ ア を 利 用 し て 、 蛍 光 物 質 を 励 起 さ せ る こ と に よ り 、 ビ デ オ 映 像 を
表 示 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の EL表 示 素 子 は 、 用 い ら れ る 材 料 に よ っ て 無 機 EL表 示 素 子 と 有 機 EL表 示 素 子 に 大 別 さ
れ る 。
　 有 機 EL表 示 素 子 は 、 100～ 200Vの 高 い 電 圧 を 必 要 と す る 無 機 EL表 示 素 子 に 比 べ て 、 5～ 20
V程 の 低 い 電 圧 で 駆 動 で き る の で 、 直 流 低 電 圧 駆 動 が 可 能 で あ る 。 ま た 、 有 機 EL表 示 素 子
は 、 広 い 視 野 角 、 高 速 応 答 性 、 高 コ ン ト ラ ス ト 比 な ど の 優 れ た 特 徴 を 有 し て い る た め 、 グ
ラ フ ィ ッ ク デ ィ ス プ レ イ の ピ ク セ ル 、 テ レ ビ ジ ョ ン 映 像 デ ィ ス プ レ イ や 表 面 光 源 (Surface
　 Light　 Source)の ピ ク セ ル と し て 用 い る こ と が で き 、 ま た 、 薄 く 、 軽 量 で 色 感 が 良 い た
め 、 次 世 代 平 面 デ ィ ス プ レ イ に 適 し た 素 子 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 １ は 、 一 般 的 な 有 機 EL表 示 素 子 を 概 略 的 に 図 示 し た 図 面 で あ り 、 図 ２ は 、 図 １ の 一 部
(A領 域 )を 具 体 的 に 示 し た 平 面 図 で あ り 、 図 ３ は 、 図 ２ の Ｉ － Ｉ ’ 線 お よ び II－ II’ 線 を
切 断 し て 図 示 し た 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 １ ～ 図 ３ に 図 示 さ れ た 従 来 の 有 機 EL表 示 素 子 は 、 駆 動 電 極 (例 え ば 、 ア ノ ー ド 電 極 、
カ ソ ー ド 電 極 )な ど を 含 む 有 機 ELア レ ィ が 形 成 さ れ た 表 示 領 域 P１ と 、 表 示 領 域 P１ の 駆 動
電 極 ら に 駆 動 信 号 を 供 給 す る パ ッ ド 部 25を 備 え る 非 表 示 領 域 P２ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 表 示 領 域 P１ に 形 成 さ れ た 有 機 ELア レ ィ は 、 基 板 ２ 上 に 形 成 さ れ た ア ノ ー ド 電 極 ４ と 、
該 ア ノ ー ド 電 極 ４ と 交 叉 す る 方 向 へ 形 成 さ れ た カ ソ ー ド 電 極 12が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ア ノ ー ド 電 極 ４ は 、 基 板 ２ 上 に 所 定 間 隔 を お い て 、 多 数 個 が 形 成 さ れ て い る 。 こ の よ う
な ア ノ ー ド 電 極 ４ が 形 成 さ れ た 基 板 ２ 上 に は 、 各 ELセ ル 領 域 毎 に 開 口 部 を 有 す る 絶 縁 膜 ６
が 形 成 さ れ る 。 絶 縁 膜 ６ 上 に は 、 そ の 上 に 形 成 さ れ る 有 機 発 光 層 10お よ び カ ソ ー ド 電 極 12
の 分 離 の た め の 隔 壁 ８ が 備 え ら れ る 。 隔 壁 ８ は 、 ア ノ ー ド 電 極 ４ を 横 切 る 方 向 へ 形 成 さ れ
、 上 端 部 が 下 端 部 よ り 広 い 幅 を 有 す る オ ー バ ー ハ ン グ 構 造 を 有 す る 。 隔 壁 ８ が 形 成 さ れ た
絶 縁 膜 ６ 上 に は 、 有 機 化 合 物 で 構 成 さ れ る 有 機 発 光 層 10と カ ソ ー ド 電 極 12が 、 順 次 に 全 面
蒸 着 さ れ る 。 有 機 発 光 層 10は 、 絶 縁 膜 ６ 上 に 正 孔 輸 送 層 ・ 発 光 層 お よ び 電 子 輸 送 層 が 積 層
さ れ て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 非 表 示 領 域 P２ に は 、 表 示 領 域 P１ の ア ノ ー ド 電 極 ４ か ら 伸 長 さ れ た 第 1ラ イ ン 54と 、 該
第 1ラ イ ン 52を 介 し て ア ノ ー ド 電 極 ４ に デ ー タ 電 圧 を 供 給 す る デ ー タ パ ッ ド が 形 成 さ れ 、
カ ソ ー ド 電 極 12と 接 続 さ れ た 第 2ラ イ ン 52と 、 該 第 2ラ イ ン 52を 介 し て ス キ ャ ン 電 圧 を 供 給
す る ス キ ャ ン パ ッ ド が 設 け ら れ て い る 。 こ こ で 、 第 2ラ イ ン 52は 、 透 明 導 電 層 52aお よ び 不
透 明 導 電 層 52bの 二 重 層 か ら な る 。 こ の よ う な デ ー タ パ ッ ド は 、 デ ー タ 電 圧 を 生 成 す る 第 1
駆 動 回 路 が 実 装 さ れ た テ ー プ キ ャ リ ア パ ッ ケ ー ジ （ TCP） と 接 続 さ れ て 、 各 ア ノ ー ド 電 極
４ に デ ー タ 電 圧 を 供 給 す る 。 ス キ ャ ン パ ッ ド は 、 デ ー タ パ ッ ド の 両 側 に 形 成 さ れ る 。 こ の
よ う な ス キ ャ ン パ ッ ド は 、 ス キ ャ ン 電 圧 を 生 成 す る 第 2駆 動 回 路 が 実 装 さ れ た TCPと 接 続 さ
れ て 各 カ ソ ー ド ラ イ ン 12に ス キ ャ ン 電 圧 を 供 給 す る 。
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【 ０ ０ １ ０ 】
　 表 示 領 域 P１ の 有 機 ELア レ ィ は 、 湿 度 お よ び 酸 素 に 容 易 に 劣 化 さ れ る 特 性 を 有 し て い る
。 こ の よ う な 問 題 を 解 決 す る た め に 、 カ プ セ ル 化 工 程 が 施 さ れ る こ と に よ り 、 ア ノ ー ド 電
極 ２ な ど の 有 機 ELア レ ィ が 形 成 さ れ た 基 板 ２ と キ ャ ッ プ 28が 、 エ ポ キ シ 樹 脂 の よ う な シ ー
ラ ン ト 25に よ り 接 合 さ れ る 。 キ ャ ッ プ 28の 背 面 中 央 部 に は 、 水 分 お よ び 酸 素 を 吸 収 す る た
め の ゲ ッ タ が 充 填 さ れ る こ と に よ り 、 酸 素 お よ び 水 分 か ら 有 機 ELア レ ィ を 保 護 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の よ う な 構 造 を 有 す る 従 来 の 有 機 EL表 示 素 子 は 、 図 ４ に 図 示 さ れ る よ う に 、 ア ノ ー ド
電 極 ４ と カ ソ ー ド 電 極 12の 間 に 電 圧 が 印 加 さ れ る と 、 カ ソ ー ド 電 極 12か ら 発 生 し た 電 子 (
ま た は カ ソ ー ド )は 、 電 子 注 入 層 10aお よ び 電 子 輸 送 層 10bを 介 し て 、 発 光 層 10c側 へ 移 動 す
る 。 ま た 、 ア ノ ー ド 電 極 4か ら 発 生 し た 正 孔 (ま た は ア ノ ー ド )は 、 正 孔 注 入 層 10dお よ び 該
正 孔 輸 送 層 10dを 介 し て 発 光 層 10c側 へ 移 動 す る 。 こ れ に よ っ て 、 発 光 層 10cで は 、 電 子 輸
送 層 10bと 正 孔 輸 送 層 10dか ら 供 給 さ れ た 電 子 と 正 孔 が 衝 突 し て 再 結 合 す る こ と に よ り 光 が
発 生 し 、 こ の 光 は ア ノ ー ド 電 極 4を 通 じ て 外 部 へ 放 出 さ れ て 、 画 像 が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 一 方 、 こ の よ う な 有 機 EL表 示 素 子 は 、 キ ャ ッ プ 28と 基 板 の 接 着 時 に シ ー ラ ン ト 25が 隔 壁
8と 隔 壁 8の 間 を 経 由 し て 、 表 示 領 域 P１ の 有 機 ELア レ ィ に 流 れ 込 む こ と が 頻 繁 に 起 こ る 。
こ の よ う な シ ー ラ ン ト 25は 、 多 量 の 水 分 ・ 酸 素 お よ び 不 純 物 を 多 量 含 む こ と に よ り 、 有 機
ELア レ ィ の 有 機 発 光 層 10に 損 傷 を 加 え る よ う に な る 。 こ れ に よ っ て 、 素 子 の 発 光 効 率 お よ
び 画 質 が 低 下 す る 問 題 が 発 生 す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 シ ー ラ ン ト の 有 機 電 界 発 光 ア レ ィ へ の 流 入 を 防 止 す る こ と に
よ り 、 発 光 効 率 お よ び 画 質 低 下 を 防 止 し 得 る 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 お よ び そ の 製 造 方 法 を
提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に よ る 第 一 の 特 徴 の 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 は 、 基 板
上 に 有 機 発 光 層 を 間 に 置 き 形 成 さ れ た 第 1お よ び 第 2電 極 、 該 第 1お よ び 第 2電 極 の う ち い ず
れ か 一 つ と 平 行 な 隔 壁 を 含 む 有 機 電 界 発 光 ア レ ィ と 、 前 記 隔 壁 の 夫 々 と 接 続 さ れ る と 共 に
該 隔 壁 に 沿 っ て 、 前 記 有 機 電 界 発 光 ア レ ィ を 囲 む よ う に 形 成 さ れ た ダ ミ ー 隔 壁 を 含 む こ と
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 有 機 電 界 発 光 ア レ ィ を パ ッ ケ ー ジ ン グ す る た め に 、 シ ー ラ ン ト に よ っ て 前 記 基 板 と
接 着 さ れ た キ ャ ッ プ を 、 更 に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 シ ー ラ ン ト は 、 前 記 隔 壁 お よ び ダ ミ ー 隔 壁 の 外 側 領 域 に 位 置 す る こ と を 特 徴 と す る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら に 本 発 明 の 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 は 、 前 記 有 機 電 界 発 光 ア レ ィ に 駆 動 信 号 を 供 給 す
る た め の 信 号 供 給 パ ッ ド と 、 前 記 第 1お よ び 第 2電 極 の う ち い ず れ か 一 つ と 前 記 信 号 供 給 パ
ッ ド を 、 電 気 的 に 接 続 す る 信 号 ラ イ ン を 、 更 に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 は 、 前 記 第 1電 極 上 の 発 光 領 域 を 露 出 さ せ る と 共 に 、 前
記 信 号 ラ イ ン を 露 出 さ せ る コ ン タ ク ト ホ ー ル を 含 む 絶 縁 膜 を 更 に 備 え 、 前 記 第 1お よ び 第 2
電 極 の う ち い ず れ か 一 つ は 、 前 記 コ ン タ ク ト ホ ー ル を 介 し て 、 前 記 信 号 ラ イ ン と 接 続 さ れ
る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に よ る 第 二 の 特 徴 の 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 は 、 有 機 電 界 発 光 ア レ ィ の パ ッ ケ ー ジ
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ン グ の た め に 、 シ ー ラ ン ト を 利 用 し て 前 記 有 機 電 界 発 光 ア レ ィ が 形 成 さ れ た 基 板 と キ ャ ッ
プ が 接 着 さ れ た 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 に お い て 、 前 記 有 機 電 界 発 光 ア レ ィ と 前 記 シ ー ラ ン
ト の 間 に 位 置 す る と 共 に 、 凹 凸 状 に 形 成 さ れ た 第 １ 絶 縁 パ タ ー ン を 備 え る こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 有 機 電 界 発 光 ア レ ィ は 、 前 記 基 板 上 に 有 機 発 光 層 間 に 形 成 さ れ た 第 1お よ び 第 2電 極
、 該 第 1お よ び 第 2電 極 の う ち い ず れ か 一 つ と 平 行 な 隔 壁 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 は 、 前 記 有 機 電 界 発 光 ア レ ィ に 駆 動 信 号 を 供 給 す る た め
の 信 号 供 給 パ ッ ド と 、 第 1お よ び 第 2電 極 の う ち い ず れ か 一 つ と 前 記 信 号 供 給 パ ッ ド を 電 気
的 に 接 続 す る 信 号 ラ イ ン を 、 更 に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 さ ら に 本 発 明 の 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 は 、 前 記 第 1電 極 上 の 発 光 領 域 を 露 出 さ せ る と 共
に 、 前 記 信 号 ラ イ ン を 露 出 さ せ る コ ン タ ク ト ホ ー ル を 含 む 第 2絶 縁 パ タ ー ン を 更 に 備 え 、
前 記 第 1お よ び 第 2電 極 の う ち い ず れ か 一 つ は 、 前 記 コ ン タ ク ト ホ ー ル を 介 し て 前 記 信 号 ラ
イ ン と 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 に よ る 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 の 製 造 方 法 は 、 有 機 電 界 発 光 ア レ ィ の パ ッ ケ ー ジ ン
グ の た め に 、 シ ー ラ ン ト を 利 用 し て キ ャ ッ プ と 基 板 を 接 着 す る 工 程 が 含 ま れ た 有 機 電 界 発
光 表 示 素 子 の 製 造 方 法 に お い て 、 凹 凸 状 に 形 成 さ れ る と 共 に 、 前 記 有 機 電 界 発 光 ア レ ィ と
前 記 シ ー ラ ン ト の 間 に 位 置 す る 第 1絶 縁 パ タ ー ン を 形 成 す る 段 階 を 含 む こ と を 特 徴 と す る
。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 表 示 領 域 の 夫 々 の 隔 壁 と 接 続 さ れ る と 共 に 、 非 表 示 領 域 に 位 置 す る ダ
ミ ー 隔 壁 を 形 成 す る 。 こ れ に よ っ て 、 キ ャ ッ プ と 基 板 の 接 着 時 に 使 用 さ れ る シ ー ラ ン ト に
よ っ て 起 こ る 有 機 ELア レ ィ の 損 傷 が 防 止 さ れ る こ と に よ り 、 発 光 効 率 お よ び 画 質 低 下 が 防
止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 非 表 示 領 域 上 の シ ー ラ ン ト と ダ ミ ー 隔 壁 の 間 に 、 凹 凸 状 の 絶 縁
膜 を 形 成 す る 。 こ れ に よ っ て 、 キ ャ ッ プ と 基 板 の 接 着 時 に 使 用 さ れ る シ ー ラ ン ト に よ っ て
起 こ る 有 機 ELア レ ィ の 損 傷 が 防 止 さ れ る こ と に よ り 、 発 光 効 率 お よ び 画 質 低 下 が 防 止 さ れ
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 に よ る 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る
。
　 以 下 、 図 ５ ～ 図 10ｆ を 参 照 し な が ら 本 発 明 の 望 ま し い 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 ５ は 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 有 機 EL表 示 素 子 の 一 部 分 を 示 し た 図 面 で あ り 、 図 ６
は 図 ５ の III－ III’ 線 お よ び IV－ IV’ 線 を 切 断 し て 図 示 し た 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ５ お よ び 図 ６ に 図 示 さ れ た 有 機 EL表 示 素 子 は 、 ア ノ ー ド 電 極 な ど を 含 む 有 機 ELア レ ィ
が 形 成 さ れ た 表 示 領 域 P１ と 、 該 表 示 領 域 P１ の 駆 動 電 極 に 駆 動 信 号 を 供 給 す る パ ッ ド 部 が
位 置 す る 非 表 示 領 域 P２ を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 表 示 領 域 P１ に は 、 基 板 102上 に 形 成 さ れ た ア ノ ー ド 電 極 104と 、 該 ア ノ ー ド 電 極 104と 交
叉 す る 方 向 へ 形 成 さ れ た カ ソ ー ド 電 極 112が 備 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 前 記 ア ノ ー ド 電 極 104は 、 基 板 102上 に 所 定 間 隔 を お い て 多 数 個 、 形 成 さ れ る 。 こ の よ う
な ア ノ ー ド 電 極 104が 形 成 さ れ た 基 板 102上 に は 、 ELセ ル 領 域 毎 に 発 光 領 域 を 定 め る 開 口 部
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、 お よ び 第 2ラ イ ン 152を 露 出 さ せ る コ ン タ ク ト ホ ー ル 175を 含 む 絶 縁 膜 106が 形 成 さ れ る 。
絶 縁 膜 106上 に は 、 上 端 部 が 下 端 部 よ り 広 い 幅 を 有 す る オ ー バ ー ハ ン グ 構 造 の 隔 壁 108が 形
成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 隔 壁 108は 、 そ の 上 に 形 成 さ れ る 有 機 発 光 層 110お よ び カ ソ ー ド ラ イ ン 112を 分 離 す る 役
割 を す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 隔 壁 108が 形 成 さ れ た 絶 縁 膜 106上 に は 、 有 機 化 合 物 で 構 成 さ れ る 有 機 発 光 層 110と カ ソ
ー ド 電 極 112が 順 次 に 全 面 蒸 着 さ れ る 。 有 機 発 光 層 110は 、 絶 縁 膜 106上 に 正 孔 輸 送 層 ・ 発
光 層 お よ び 電 子 輸 送 層 が 積 層 さ れ て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 非 表 示 領 域 P２ に は 、 表 示 領 域 P１ の ア ノ ー ド 電 極 104か ら 伸 長 さ れ た 第 1ラ イ ン (図 示 せ
ず )と 、 該 第 1ラ イ ン を 通 じ て ア ノ ー ド 電 極 104に デ ー タ 電 圧 を 供 給 す る デ ー タ パ ッ ド が 形
成 さ れ 、 カ ソ ー ド 電 極 112と 接 続 さ れ た 第 2ラ イ ン 152と 、 該 第 2ラ イ ン 152を 通 じ て ス キ ャ
ン 電 圧 を 供 給 す る ス キ ャ ン パ ッ ド が 設 け ら れ る 。 こ こ で 、 カ ソ ー ド 電 極 112は 、 絶 縁 膜 106
を 貫 通 す る コ ン タ ク ト ホ ー ル 175を 介 し て 露 出 さ れ た 第 2ラ イ ン 152と 接 続 さ れ る 。 該 第 2ラ
イ ン 152は 、 透 明 導 電 層 152aお よ び 不 透 明 導 電 層 152bの 二 重 層 か ら な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 デ ー タ パ ッ ド は 、 デ ー タ 電 圧 を 生 成 す る 第 1駆 動 回 路 が 実 装 さ れ た TCPと 接 続 さ れ 、 各 ア
ノ ー ド 電 極 104に デ ー タ 電 圧 を 供 給 す る 。 ス キ ャ ン パ ッ ド は 、 デ ー タ パ ッ ド の 両 側 に 形 成
さ れ る 。 こ の よ う な ス キ ャ ン パ ッ ド は 、 ス キ ャ ン 電 圧 を 生 成 す る 第 2駆 動 回 路 が 実 装 さ れ
た TCPと 接 続 さ れ 、 各 カ ソ ー ド ラ イ ン 112に ス キ ャ ン 電 圧 を 供 給 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 非 表 示 領 域 P２ に は 、 表 示 領 域 P１ 上 に 位 置 す る 隔 壁 109の 夫 々 と 接 続 さ れ る ダ ミ
ー 隔 壁 109が 形 成 さ れ る 。 こ の よ う な ダ ミ ー 隔 壁 109は 、 表 示 領 域 P１ の 隔 壁 108と 共 に 、 基
板 102と キ ャ ッ プ 128の 接 着 時 に 使 用 さ れ る シ ー ラ ン ト 125か ら 有 機 ELア レ ィ を 保 護 す る 役
割 を す る 。 即 ち 、 有 機 ELア レ ィ と シ ー ラ ン ト 126の 間 に 、 ダ ミ ー 隔 壁 109が 形 成 さ れ る こ と
に よ り 、 シ ー ラ ン ト 125が 有 機 ELア レ ィ に 流 入 す る の が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ れ に よ っ て 、 カ プ セ ル 化 工 程 時 に 、 シ ー ラ ン ト 125に よ る 有 機 ELア レ ィ の 有 機 発 光 層 1
10の 損 傷 が 防 止 さ れ る こ と に よ り 、 発 光 効 率 お よ び 画 質 低 下 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 7a～ 図 7fは 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 有 機 EL表 示 素 子 の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め
の 図 面 で あ る 。
　 先 ず 、 ソ ー ダ ラ イ ム ま た は 硬 化 ガ ラ ス か ら 作 ら れ た 基 板 102上 に 、 金 属 透 明 導 電 性 物 質
が 蒸 着 さ れ た 後 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ ー 工 程 と 蝕 刻 工 程 に よ っ て パ タ ー ニ ン グ さ れ 、 図 7a
に 示 す よ う に 、 ア ノ ー ド 電 極 104と 透 明 導 電 層 152aが 形 成 さ れ る 。 こ こ で 、 金 属 物 質 と し
て は イ ン ジ ウ ム － 錫 － オ キ サ イ ド ま た は SnO 2 が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ア ノ ー ド 電 極 104お よ び 透 明 導 電 層 152aが 形 成 さ れ た 基 板 102上 に 、 不 透 明 導 電 物 質 が 形
成 さ れ た 後 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ ー 工 程 お よ び 蝕 刻 工 程 に よ っ て パ タ ー ニ ン グ さ れ 、 図 7b
に 示 す よ う に 、 不 透 明 導 電 層 152bが 形 成 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 、 透 明 導 電 層 152aお よ び 不
透 明 導 電 層 152bの 二 重 層 で あ る 第 2ラ イ ン 152が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 第 2ラ イ ン 152が 形 成 さ れ た 基 板 102上 に 、 感 光 性 絶 縁 物 質 が ス ピ ン コ ー テ ィ ン グ 法 に よ
り コ ー テ ィ ン グ さ れ た 後 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ ー 工 程 お よ び 蝕 刻 工 程 に よ っ て パ タ ー ニ ン
グ さ れ 、 図 7cに 示 す よ う に 、 表 示 領 域 P１ の 発 光 領 域 を 露 出 さ せ る と 共 に 、 非 表 示 領 域 P２
の 第 2ラ イ ン 152を 露 出 さ せ る コ ン タ ク ト ホ ー ル 175を 備 え る 絶 縁 膜 106が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 絶 縁 膜 106上 に 感 光 性 有 機 物 質 が 蒸 着 さ れ た 後 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ ー 工 程 お よ び 蝕 刻
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工 程 に よ っ て パ タ ー ニ ン グ さ れ 、 図 7dに 示 す よ う に 、 隔 壁 108お よ び ダ ミ ー 隔 壁 109が 形 成
さ れ る 。 隔 壁 108は 画 素 を 区 分 す る た め に 、 多 数 個 の ア ノ ー ド 電 極 4と 交 叉 す る よ う 非 発 光
領 域 に 形 成 さ れ 、 ダ ミ ー 隔 壁 109は 表 示 領 域 P１ の 隔 壁 108の 夫 々 と 接 続 さ れ る と 共 に 、 非
表 示 領 域 P１ に 位 置 す る 。 こ こ で 、 隔 壁 108お よ び ダ ミ ー 隔 壁 109は 、 互 い に 接 続 す る よ う
に 形 成 さ れ る こ と に よ り 、 有 機 ELア レ ィ を 囲 む よ う に な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 隔 壁 108が 形 成 さ れ た 基 板 102上 に 、 図 7cに 示 す よ う に 、 有 機 発 光 層 110が 形 成 さ れ る 。
　 有 機 発 光 層 110が 形 成 さ れ た 基 板 102上 に 、 金 属 物 質 が 蒸 着 さ れ る こ と に よ り 、 図 7fに 示
す よ う に 、 隔 壁 108と 平 行 に 形 成 さ れ る と 共 に 、 コ ン タ ク ト ホ ー ル 175を 介 し て 露 出 さ れ た
第 2ラ イ ン 152と 接 続 さ れ る カ ソ ー ド 電 極 112が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の よ う に 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 お よ び そ の 製 造 方 法 は
、 表 示 領 域 P１ の 隔 壁 108の 夫 々 と 接 続 さ れ る と 共 に 、 シ ー ラ ン ト 125と 有 機 ELア レ ィ の 間
に 位 置 す る ダ ミ ー 隔 壁 109を 備 え る 。 こ れ に よ っ て 、 表 示 領 域 P１ に 形 成 さ れ た 有 機 ELア レ
ィ が 、 隔 壁 108お よ び ダ ミ ー 隔 壁 109に よ っ て 囲 ま れ る こ と に よ り 、 シ ー ラ ン ト 135が 有 機 E
Lア レ ィ に 流 入 さ れ る の が 防 止 さ れ る 。 そ の 結 果 、 有 機 発 光 層 110の 損 傷 が 防 止 さ れ る こ と
に よ り 、 発 光 効 率 お よ び 画 質 低 下 を 防 止 す る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ８ は 、 本 発 明 の 第 2実 施 形 態 に よ る 有 機 EL表 示 素 子 の 一 部 分 を 示 し た 図 面 で あ り 、 図
９ は 、 図 ８ の III－ III’ 線 お よ び IV－ IV’ 線 を 切 断 し て 図 示 し た 断 面 図 で あ る 。
　 図 ８ お よ び 図 ９ に 図 示 さ れ た 有 機 EL表 示 素 子 は 、 ア ノ ー ド 電 極 な ど を 有 す る 有 機 ELア レ
ィ が 形 成 さ れ た 表 示 領 域 P１ と 、 該 表 示 領 域 P１ の 駆 動 電 極 に 駆 動 信 号 を 供 給 す る パ ッ ド 部
を 備 え る 非 表 示 領 域 P２ を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 表 示 領 域 P１ に は 、 基 板 102上 に 形 成 さ れ た ア ノ ー ド 電 極 104と 、 該 ア ノ ー ド 電 極 104と 交
叉 す る 方 向 へ 形 成 さ れ た カ ソ ー ド 電 極 112が 形 成 さ れ る 。
　 前 記 ア ノ ー ド 電 極 104は 、 基 板 102上 に 所 定 間 隔 に 離 隔 さ れ て 多 数 個 が 形 成 さ れ る 。 こ の
よ う な ア ノ ー ド 電 極 104が 形 成 さ れ た 基 板 102上 に は 、 ELセ ル 領 域 毎 に 発 光 領 域 を 定 義 す る
開 口 部 お よ び 第 2ラ イ ン 152を 露 出 さ せ る コ ン タ ク ト ホ ー ル 175を 含 む 絶 縁 膜 106が 形 成 さ れ
る 。 該 絶 縁 膜 206上 に は 、 上 端 部 が 下 端 部 よ り 広 い 幅 を 有 す る オ ー バ ー ハ ン グ 構 造 の 隔 壁 1
08が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 前 記 隔 壁 108は 、 そ の 上 に 形 成 さ れ る 有 機 発 光 層 110お よ び カ ソ ー ド ラ イ ン 112を 分 離 す
る 役 割 を す る 。
　 前 記 隔 壁 108が 形 成 さ れ た 絶 縁 膜 106上 に は 、 有 機 化 合 物 で 構 成 さ れ る 有 機 発 光 層 110と
カ ソ ー ド 電 極 112が 、 順 次 、 全 面 蒸 着 さ れ る 。 有 機 発 光 層 110は 、 絶 縁 膜 106上 に 正 孔 輸 送
層 ・ 発 光 層 お よ び 電 子 輸 送 層 が 積 層 さ れ て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 前 記 非 表 示 領 域 P２ に は 、 表 示 領 域 P１ の ア ノ ー ド 電 極 104か ら 伸 長 さ れ た 第 1ラ イ ン (図
示 せ ず )と 、 該 第 1ラ イ ン を 通 じ て ア ノ ー ド 電 極 104に デ ー タ 電 圧 を 供 給 す る デ ー タ パ ッ ド
が 形 成 さ れ 、 カ ソ ー ド 電 極 112と 接 続 さ れ た 第 2ラ イ ン 152と 、 該 第 2ラ イ ン 152を 介 し て ス
キ ャ ン 電 圧 を 供 給 す る ス キ ャ ン パ ッ ド が 設 け ら れ る 。 こ こ で 、 カ ソ ー ド 電 極 112は 、 絶 縁
膜 106を 貫 通 す る コ ン タ ク ト ホ ー ル 175を 介 し て 露 出 さ れ た 第 2ラ イ ン 152と 接 続 さ れ 、 該 第
2ラ イ ン 152は 透 明 導 電 層 152aお よ び 不 透 明 導 電 層 152bの 二 重 層 か ら な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 デ ー タ パ ッ ド は 、 デ ー タ 電 圧 を 生 成 す る 第 1駆 動 回 路 が 実 装 さ れ た TCPと 接 続 さ れ 、 各 ア
ノ ー ド 電 極 104に デ ー タ 電 圧 を 供 給 す る 。 ス キ ャ ン パ ッ ド は 、 デ ー タ パ ッ ド の 両 側 に 形 成
さ れ る 。 こ の よ う な ス キ ャ ン パ ッ ド は 、 ス キ ャ ン 電 圧 を 生 成 す る 第 2駆 動 回 路 が 実 装 さ れ
た TCPと 接 続 さ れ 、 各 カ ソ ー ド ラ イ ン 112に ス キ ャ ン 電 圧 を 供 給 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
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　 非 表 示 領 域 P２ に は 、 表 示 領 域 P１ 上 に 位 置 す る 隔 壁 109の 夫 々 と 接 続 さ れ る ダ ミ ー 隔 壁 1
09と 、 表 示 領 域 P１ か ら 伸 長 さ れ る と 共 に シ ー ラ ン ト 125と ダ ミ ー 隔 壁 109の 間 に 凹 凸 状 に
形 成 さ れ た ダ ミ ー 絶 縁 パ タ ー ン 207が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ダ ミ ー 隔 壁 109は 、 有 機 ELア レ ィ と シ ー ラ ン ト 125の 間 に 形 成 さ れ る こ と に よ り 、 表 示 領
域 P１ 上 に 位 置 す る 隔 壁 109に 沿 っ て 、 シ ー ラ ン ト 125が 有 機 ELア レ ィ に 流 入 す る の を 防 止
す る 役 割 を す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ダ ミ ー 絶 縁 パ タ ー ン 206は 、 凹 状 領 域 206aを 通 じ て 第 2ラ イ ン 152を 部 分 的 に 露 出 さ せ る
と 共 に 、 シ ー ラ ン ト 125の 有 機 ELア レ ィ へ の 流 入 を 防 止 す る 役 割 を す る 。
　 す な わ ち 、 有 機 ELア レ ィ の パ ッ ケ ー ジ ン グ の た め に 基 板 102と キ ャ ッ プ 128の 接 着 時 に 、
シ ー ラ ン ト 125の 一 部 が 有 機 ELア レ ィ 側 へ 移 動 し て も 非 表 示 領 域 P２ に １ ～ ２ μ m程 の 高 さ
を 有 す る ダ ミ ー 絶 縁 パ タ ー ン 206の 凹 状 領 域 206aに シ ー ラ ン ト 125が 浸 漬 さ れ る こ と に よ り
、 シ ー ラ ン ト 125の 有 機 ELア レ ィ へ の 流 入 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ れ に よ っ て 、 カ プ セ ル 化 工 程 時 に シ ー ラ ン ト 125に よ る 有 機 Elア レ ィ の 有 機 発 光 層 110
の 損 傷 が 防 止 さ れ る こ と に よ り 、 発 光 効 率 お よ び 画 質 低 下 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 10a～ 図 10ｆ は 、 本 発 明 の 第 2実 施 形 態 に よ る 有 機 EL表 示 素 子 の 製 造 方 法 を 説 明 す る た
め の 図 面 で あ る 。
　 先 ず 、 ソ ー ダ ラ イ ム ま た は 硬 化 ガ ラ ス か ら 作 ら れ た 基 板 102上 に 、 金 属 透 明 導 電 性 物 質
が 蒸 着 さ れ た 後 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ ー 工 程 と エ ッ チ ン グ （ 蝕 刻 ） 工 程 に よ っ て パ タ ー ニ
ン グ さ れ る こ と に よ り 、 図 10aに 図 示 さ れ る よ う に 、 ア ノ ー ド 電 極 104と 透 明 導 電 層 152aが
形 成 さ れ る 。 こ こ で 、 金 属 物 質 と し て 、 イ ン ジ ウ ム － 錫 － オ キ サ イ ド ま た は SnO 2 な ど が 用
い ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ア ノ ー ド 電 極 104お よ び 透 明 導 電 層 152aが 形 成 さ れ た 基 板 102上 に 、 不 透 明 導 電 物 質 が 形
成 さ れ た 後 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ ー 工 程 お よ び 蝕 刻 工 程 に よ っ て パ タ ー ニ ン グ さ れ る こ と
に よ り 、 図 10bに 示 す よ う に 、 不 透 明 導 電 層 152bが 形 成 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 、 透 明 導 電
層 152aお よ び 不 透 明 導 電 層 152bの 二 重 層 で あ る 第 2ラ イ ン 152が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 第 2ラ イ ン 152が 形 成 さ れ た 基 板 102上 に 、 感 光 性 絶 縁 物 質 が ス ピ ン コ ー テ ィ ン グ 法 に よ
り コ ー テ ィ ン グ さ れ た 後 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ ー 工 程 お よ び 蝕 刻 工 程 に よ っ て パ タ ー ニ ン
グ さ れ る こ と に よ り 、 図 10cに 示 す よ う に 、 表 示 領 域 P１ の 発 光 領 域 を 露 出 さ せ る と 共 に 、
非 表 示 領 域 P２ の 第 2ラ イ ン 152を 露 出 さ せ る コ ン タ ク ト ホ ー ル 175を 備 え る 絶 縁 膜 106が 形
成 さ れ 、 該 絶 縁 膜 106の 外 側 領 域 に 位 置 す る と 共 に 凹 凸 状 の ダ ミ ー 絶 縁 パ タ ー ン 106が 形 成
さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 前 記 絶 縁 膜 106上 に 感 光 性 有 機 物 質 が 蒸 着 さ れ た 後 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ ー 工 程 お よ び
蝕 刻 工 程 に よ っ て パ タ ー ニ ン グ さ れ る こ と に よ り 、 図 10dに 示 す よ う に 、 隔 壁 108お よ び ダ
ミ ー 隔 壁 109が 形 成 さ れ る 。 隔 壁 108は 、 画 素 を 区 分 す る た め に 多 数 個 の ア ノ ー ド 電 極 4と
交 叉 す る よ う 非 発 光 領 域 に 形 成 さ れ 、 ダ ミ ー 隔 壁 109は 、 表 示 領 域 P１ の 隔 壁 108の 夫 々 と
接 続 さ れ る と 共 に 非 表 示 領 域 P２ に 位 置 す る 。 こ こ で 、 隔 壁 108お よ び ダ ミ ー 隔 壁 109は 、
互 い に 接 続 さ れ る よ う に 形 成 さ れ る こ と に よ り 、 有 機 ELア レ ィ を 囲 む 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 隔 壁 108が 形 成 さ れ た 基 板 102上 に 、 図 10eに 示 す よ う に 、 有 機 発 光 層 110が 形 成 さ れ る 。
　 有 機 発 光 層 110が 形 成 さ れ た 基 板 102上 に 金 属 物 質 が 蒸 着 さ れ る こ と に よ り 、 図 １ ０ fに
示 す よ う に 、 隔 壁 108と 平 行 に 形 成 さ れ る と 共 に コ ン タ ク ト ホ ー ル 175を 介 し て 露 出 さ れ た
第 2ラ イ ン 152と 接 続 さ れ る カ ソ ー ド 電 極 112が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
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　 こ の よ う に 本 発 明 に よ る 有 機 EL表 示 素 子 お よ び そ の 製 造 方 法 は 、 有 機 ELア レ ィ と シ ー ラ
ン ト 125の 間 に 位 置 す る と 共 に 、 表 示 領 域 P１ に 位 置 す る 隔 壁 108の 夫 々 に 接 続 さ れ る ダ ミ
ー 隔 壁 109を 備 え る 。 こ の よ う な ダ ミ ー 隔 壁 109は 、 該 隔 壁 109と 共 に カ プ セ ル 化 工 程 時 に
シ ー ラ ン ト 125の 有 機 ELア レ ィ へ の 流 入 を 防 止 す る 役 割 を す る 。 ま た 、 シ ー ラ ン ト 125と 有
機 ELア レ ィ の 間 に 凹 凸 状 の ダ ミ ー 絶 縁 パ タ ー ン 206が 形 成 さ れ る こ と に よ り 、 有 機 ELア レ
ィ に 流 入 す る シ ー ラ ン ト 125が ダ ミ ー 絶 縁 パ タ ー ン 206の 凹 状 領 域 206Aに 浸 漬 さ れ る 。 こ れ
に よ っ て 、 シ ー ラ ン ト 125の 有 機 ELア レ ィ へ の 流 入 が 防 止 さ れ る 。 こ の よ う に 、 シ ー ラ ン
ト 125に よ る 有 機 発 光 層 110の 損 傷 が 防 止 さ れ る こ と に よ り 、 素 子 の 発 光 効 率 お よ び 画 質 低
下 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
【 図 １ 】 従 来 の 有 機 電 界 発 光 素 子 を 概 略 的 に 図 示 し た 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 図 示 さ れ た 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 の A領 域 を 具 体 的 に 示 し た 図 面 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に 図 示 さ れ た I－ I’ 線 お よ び II－ II’ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 の 発 光 原 理 を 説 明 す る た め の 図 面 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 の 一 部 を 示 し た 図 面 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ に 示 さ れ た III－ III’ 線 お よ び IV－ IV’ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ ａ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 有 機 電 界 発 光 素 子 の 製 造 方 法 を 示 し た 図 面 で あ る
。
【 図 ７ ｂ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 有 機 電 界 発 光 素 子 の 製 造 方 法 を 示 し た 図 面 で あ る
。
【 図 ７ ｃ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 有 機 電 界 発 光 素 子 の 製 造 方 法 を 示 し た 図 面 で あ る
。
【 図 ７ ｄ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 有 機 電 界 発 光 素 子 の 製 造 方 法 を 示 し た 図 面 で あ る
。
【 図 ７ ｅ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 有 機 電 界 発 光 素 子 の 製 造 方 法 を 示 し た 図 面 で あ る
。
【 図 ７ ｆ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 有 機 電 界 発 光 素 子 の 製 造 方 法 を 示 し た 図 面 で あ る
。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 2実 施 形 態 に よ る 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 の 一 部 を 示 し た 図 面 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ９ は 図 ８ に 示 さ れ た III－ III’ 線 お よ び IV－ IV’ 線 を 切 断 し て 図 示 し た 断 面 図
で あ る 。
【 図 １ ０ ａ 】 本 発 明 の 第 2実 施 形 態 に よ る 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 の 製 造 方 法 を 示 し た 図 面
で あ る 。
【 図 １ ０ ｂ 】 本 発 明 の 第 2実 施 形 態 に よ る 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 の 製 造 方 法 を 示 し た 図 面
で あ る 。
【 図 １ ０ ｃ 】 本 発 明 の 第 2実 施 形 態 に よ る 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 の 製 造 方 法 を 示 し た 図 面
で あ る 。
【 図 １ ０ ｄ 】 本 発 明 の 第 2実 施 形 態 に よ る 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 の 製 造 方 法 を 示 し た 図 面
で あ る 。
【 図 １ ０ ｅ 】 本 発 明 の 第 2実 施 形 態 に よ る 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 の 製 造 方 法 を 示 し た 図 面
で あ る 。
【 図 １ ０ ｆ 】 本 発 明 の 第 2実 施 形 態 に よ る 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 の 製 造 方 法 を 示 し た 図 面
で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 2， 102： 基 板 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4， 104： ア ノ ー ド 電 極
　 6， 106： 絶 縁 膜 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 8， 108： 隔 壁
　 12， 112： カ ソ ー ド 電 極 　 　 　 　 　 　 　 　 　 10， 110： 有 機 発 光 層
　 52， 125： 第 2ラ イ ン 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 54， 154： 第 1ラ イ ン
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　 109： ダ ミ ー 隔 壁 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 25， 125； シ ー ラ ン ト
　 175： コ ン タ ク ト ホ ー ル

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ ａ 】 【 図 ７ ｂ 】

【 図 ７ ｃ 】 【 図 ７ ｄ 】
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【 図 ７ ｅ 】 【 図 ７ ｆ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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